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Summary 
Smal water-soaked soft rot symptoms occurred at the margin of a leaf of succulent plant. Gγap. 
topetalu1n仰raguayens(N. E. Br.) E. Walth. cv. Oborozuki in Tsuruoka. Yamagata Prefecture， Japan 
in Aug. 1999. Then the disease developed and the whole leaf blade became mushy and rotted. Finally 
the whole plant was systemicaly soft-rotted. Aetiological study was performed on the symptom. Pec. 
tolytic Erwれ1Ia-likebacterium was frequently isolated from the diseased tissues by the dilution plating 
method using the modified Drigalski's medium. The bacterial isolates were Gram-negative. rods with 
peritrichous flagella， motile and facultatively anaerobic. They liquefied gelatin and were catalase posi 
tive， oxidase， phosphatase and lecithinase negative. reduced sodium nitrate， produced H2S from 
sodium thiosulfate and fermented glucose and other carbon compounds. They grew in 5 % NaCl and at 
370C. However， they did not produce indole. levan and reducing substance from sucrose. They were 
resistant to erythromycin. They induced the soft rot symptom on root disks of carrot， Japanese radish 
and turnip， potato tubers and detached petiole of Chinese cabbages by the prick-inoculation method. 
They also induced soft-rot symptom on succulent plant such as Graptopetalu1t parag叫aye叫se，cv. Obor. 
oz叫ki，Echeve行aelegans， cv. Tsukikage， and Crass叫lapoγtulacea.cv. Kagetsu grown in clay pots. 
Based on their bacteriological characteristics containing diagnostic characteristics of differentiation of 
sp巴ciesamong the soft rot groups of genus Erwinia and the pathogenicity tests. the present isolates was 
identified as Erwinia carotovora subsp. carotovora. The present soft rot symptom was caused 
by the bacterium and found to be a new disease which was first named as bacterial soft rot of a suc. 
culent plant， G. paγaguayense by us. 
Key words : bacterial soft rot， Erw仰iacarotovora su bsp. caγ'Otovora， succulent plant. 
lu1t parag叫ayense(N. E. Br.) E. Walth，園芸名「おぼ
I はじめに
毛，多肉性多年草のベンケイソウ科に属する Graptopeta
近年草花に対する需要の拡大にともなって多種類の草 ろづき/，18)の葉縁に小円形で暗緑色を帯びた水浸状の
花が広く栽培されている 1999年7月山形県鶴岡市で無 軟腐症状が発生した.本症状はその後葉身全体に進展
し，軟化，腐敗した葉は茎から離脱，落下した.さらに
キーワード:軟腐病.Erwinia carotovora subsp. caroto 茎内部の維管束も褐変して腐敗し，次第に茎全体が軟
むora，多肉植物 化腐敗して倒伏した.本症状について病原学的調査を
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行ったところ，野菜類軟腐病菌と同種の Erwiniacaroto- をひきおこした.また，サボテンにも軟腐症状をひき
vora subsup. carotovoraによるこれまで未発表の新病害 おこし接種後 5- 7日で個体全体が軟化，腐敗し，
であり，軟腐病と命名することにしたのでその概要を報 倒伏した.これに対して「かげつ」では接種部位を中
告する.
なお，本報告の概要は平成12年度日本植物病理学会東
北部会(平成12年9月28日)で発表した.
E 材料と方法
病原菌の分離
前述の穫病組織から先ず、病原菌の分離を行った.催病
組織の一部を検鏡し病原菌の存在を確認後，その一部を
滅菌水に懸濁し，前報15)と同様に変法ドリガルスキー
培地で平板培養した 25.C，48時間後平板上から黄色で
内部が銀白色に輝く亀裂状になっている軟腐病菌類似の
集落をランダムに15個選び，単集落分離を 2回繰り返し
た後ブイヨン寒天斜面培地に移植，保存した
分離菌株の病原性
市販のニンジン，ダイコンおよびカブの根部，ジャガ
イモ塊茎，ハクサイ中肋の各組織片に25.C，48時間培養
した分離菌株を各々前報15)の方法で接種したまた，
鉢植えしているベンケイソウ科の Graptopetalumpara-
guayense， rおぼろづき」7JB)，ECIteue門aelegans， rっき
かげ」17)および Crassulaportulacea， ["かげつ}，16)の葉
身基部に穿刺接種したまた，カランコエ (Kalanchoe
spp.) ，エキノケレウス (Echinocereus)属のサボテンも
供試した.接種後25.Cの湿室に24-48時間静置し，軟腐
症状の有無で病原性を判定した.
分離菌株の細菌病学的性質
前報15)の方法に従って分離菌株の細菌学的性質を調
査したなお，参照菌株として E.carotovora subsp. 
carotoむora7154 (NIAES7154) を用いた.
E 結果と考察
分離菌株の病原性
分離菌株はいずれも供試の各組織片に水浸状の軟腐症
状をひきおこし，ニンジンおよびジャガイモではその表
面に乳白色の菌体の塊を形成した.いずれの組織片でも
軟腐症状は進展し， 24-48時間後にはほぼ組織全体が軟
化，崩壊した.また，鉢植の各植物にも同様の軟腐症状
をひきおこし rおぼろづきj，rっきかげ」では48時間
後に接種した葉身が水浸状に軟化し，腐敗した.その後
茎内部や維管束も腐敗し，隣接の葉身にも拡大して倒伏
した.カランコエの葉身にも暗緑色で水浸状の軟腐症状
心に葉面が黒変したが軟腐症状はみられなかった. し
かし，内部の組織は広い範囲にわたって軟化，腐敗し
ていることが観察された.
分離菌株の細菌学的性質
ブイヨン寒天培地での分離菌株の表生集落はいずれ
も中高，円形，全縁で平滑，湿光をおび乳白色，バター
質状であった.変法ドリガルスキー培地では，円形，
全縁の黄色で、亀裂状の集落を形成し，培地は黄変した
CVP培地では約24時間後に円筒状の穿孔 (pit)を形成
した.Table 1のように分離菌株はグラム陰性の周毛梓
菌 (4-5本の鞭毛)であった.ま た，運動性で通性
嫌気性，グルコースを発酵的に分解し，ゼラチン液化，
カタラーゼ活性等は陽性であった.これに対してイ ン
ドール産生，フォスファターゼ， レシチナーゼ活性等
は陰性，フラクト ースなどの糖類から酸を生成した.
これらの諸|生質および病原性試験から分離菌株は Erwi・
担ω属の softrot群2，5，9，10)に属するものと判定された.
このグループは種々の酵素活性，糖類の利用，抗生物
質に対する感受性などから 7種 3亜種に分類されてい
る13) 普通これらの中で作物に被害をあたえるのは主
に E.carotovoγιsubsp. caγotovora， subsp. chrythanthe-
mi， subsp.ιtrosepticaである 12) 分離菌株は chηS仰 -
the桝$が産生するフォスファタ ーゼ， レシチナーゼ活性
は陰性，chrysanthemiが感受性である Erythromycinに
耐性で，atroseptica， chrysanthemiが生成するスクロー
スからの還元物質は陰性であった.さらにゆrysanth仰仰
が増殖できない37.Cで分離菌株は増殖した.このよう
に分離菌株の細菌学的性質は参照菌の諸性質およびE.
carotovora subsp. carotovoraに関する記載2，9，10)とほぼ
一致した.また， soft rot群内の種を分類する性質4，5，12)
および接種試験の結果より分離菌株はいずれも E.caro-
tovora subsp. carotoむom10)と同定された.
これまで多肉植物の病気としてアロエ (Aloe)属，ユ
ッカ (y叫cca)属などで37種記載されている3) 最近，
ムラサキベンケイソウ，キリンソウなどのベンケイソ
ウ類の病気として 4種が記されている 11) これらの病
気はいずれも糸状菌病，ウイルス病または線虫病で細
菌病は含まれていない.また，サボテン (Cuct叫s)類では
17種の病気が記載され，その中に 4種の細菌病，すな
わち，E. carotovora subsp. carotovoraによる腐敗病(国
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Table 1. Bacteriological characteristics of the present isolates. 
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a叫)1: Referncαe strain， Er'削削αcωαar，叩ot，ωov叩or，悶a7154， 2 
b) Peritr凶10U
c) Positiv巴
d) Negative 
e) Fermentative 
f) 21-79% of strain pos山ve
g) Reduced， acid凶edand curdled 
h) Variable among isolates 
できることから広く栽培されている6.17) しかしながら，
これまでとくに病気に関する報告はなされていない.今
回発生した多肉植物印aptopetal叫肌仰rag叫ayense(N. E. 
Br.) E. Walth.園芸名 「おぼろづき」の軟腐症状は E.
carotovora subsp. carotovoraによ ることが明らかにされ，
これまで未記載の新病害で あることから軟腐病
(Bacterial Soft Rot)と命名したなお，伝染経路等の
解明は今後の課題である.
要
1999年 7月山形県鶴岡市で鉢植しているベンケイソウ
科の多肉植物 Graptopetal川 tparaguay仰 se(N. E. Br.) 
E. Walth，園芸名「おぼろづき」の葉身に軟腐症状が発
生したその後葉身全体が軟化腐敗して落下し，隣接葉，
茎にも拡大，進展して株全体が倒伏した.本症状の病原
学的調査の結果， 本症は野菜類軟腐病菌と同種の Erwi
nia carotovora subsp. carotovoraによるこれまで未記載の
新病害であることが判明し， 多肉植物 G.paraguayense， 
摘N 
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内発生未確認).Agrobacteriu1n t叫仰 ifaciensによる根頭が
んしゅ病(圏内発生未確認). E. cacticidaによる輪紋病
(圏内発生未確認，病原菌名は1980年 1月 l日をもって
失効)および赤腐病(病原菌名不明)が含まれている.
しかしながら，これらの前3種は圏内での発生は未確認
であり，残りの 1種についても今後調査が必要であると
指摘されている 11) また，ベンケイソウ科のカランコ
エKalanchoeblossfeldω加では疫病など5種の糸状菌病
とRalstoniιsolanacearU1nによる青枯病8)およびErwinia
chrysanthe聞 による萎凋細菌病14)の2種の細菌病が報告
されている.E. caγotovora subsp. carotovoraは多犯性で
あり ，宿主として約200種の植物が記載されている1)
その中にはベンケイソウ科の Crassula属の種も含まれ
ているが詳しい報告はみられない.
今回調査したベンケイソウ科の G.μrag叫ayenseIお
ぼろづき」は原産地がメキシコと推察され，我が固には
1928年に導入された7，18) 本植物は葉挿しで簡単に殖
やすことができ，関東以西の太平洋側では戸外でも越冬
多肉植物の軟腐病一一富樫・生井 25 
「おぼろづき」の軟腐病 (BacterialSoft Rot)と命名した
本研究を行うにあたり，多肉植物の分類等に関して御指
導いただきました本学部鈴木洋助教授，小笠原宣好および
江頭宏昌の各教官にお礼申し上げる.
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